
 

 

 

本校の修学旅行では、中学３年生で長崎へ、高校２年生で京都・奈良へ行きます。 

修学旅行は、これまで一緒に過ごしてきた仲間と楽しい思い出を作るだけのものではありません。総

合学習や社会の時間を使って、綿密に事前学習をおこない、現地での活動をフィールドワークの一環と

して位置付けています。 

今回は、中学３年生の修学旅行事前学習の様子を、生徒の感想とともにお伝えします。 

 

◎事前学習レポート 

 ５月の大型連休を利用して、長崎について各自調べてレポートにまとめました。 

出島での貿易や坂本龍馬の株式会社、被爆地であること……様々な面を持つ長崎を、知ることが出来た

ようです。 

 

◎第１回 事前学習 

 長崎に落とされた原爆とその影響について、被爆者の声をまとめた映像資料をみて学習しました。実

際の声に、衝撃を受けた生徒が多かったようです。 

後半には、事前学習レポートをグループで発表し合い、広いテーマで長崎について学びました。 

 

・きっと、今を幸せに、自分のやりたいことをして、勉強をしている私からは、想像できないほど苦し

く、悲しく、つらかったのだろうと思った。 

・原爆は、その一時の残酷さだけでなく、その後も被爆して傷ついた人に、さらなる傷を与えているの

だと分かった。 

 

◎第２回 事前学習 

 今回のテーマは空襲。原爆だけではなく、広く戦争について知るための事前学習です。東京大空襲に

ついての映像資料を見たあと、班ごとに戦争について調べてまとめ、発表し合いました。沖縄戦や特攻

隊など、その被害の大きさを多くの視点から学習できました。 

 

・東京大空襲があったことは知っていたが、こんなにも大きな被害だと知って衝撃を受けた。 

・一生懸命生きていたのに、目の前で我が子を亡くす悲しさを想像するだけで胸が痛くなった。 

・第二次世界大戦の被害というと、広島・長崎への原爆投下に焦点が行きがちだと思っていたが、東京

大空襲や沖縄戦による被害もとても大きく、悲惨だったことを知った。 

 

 

◎今後の事前学習 … 東京大空襲 体験者による講演 

 東京大空襲の語り部をされている、体験者の方を本校にお招きし、当時の様子や戦後の暮らしの様子

を講演していただきます。当日の様子は、後日、本校ホームページに掲載する予定です。 

 

 


